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第 10 章 「『アンチコモンズの悲劇』に関する最近の議論と 07・08 アンケート調査結果」
では、「発明の保護強化」の弊害として議論されている「特許の薮」「アンチコモンズの






































































































 5 つの仮説は、次の通り修正仮説の導出を行い、その理由を解説している。 


































































































































































の再評価』（A Study about the Revaluatioｎ of Patent Protection system 
in Japanese Pro-patent Policy）」は、審査の結果、論理性、独創性、実践性という観
点から、本研究は博士学位請求申請論文に相応しいと、審査委員一同判断した。 
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